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調査概要

調査時期
2021年
1～2月

2022年
1～2月

2023年
2月

2024年
2月

有効回答数 6,240 6,240 6,151 6,251

コロナ禍・アフターコロナにおける人々の意識とライフスタイルの変化を明らかにする
ために下記の調査を実施。
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調査名：ニューノーマルライフスタイル調査

□ 調査方法：Web調査
□ 調査エリア：全国
□ 調査対象者：15～79歳の男女
□ 標本抽出方法：

- 性別：2区分(男女)、
- 年齢：13区分(15～79歳まで5歳刻み)、
- 都道府県：47区分の合計1,222セグメントから 標本を集めた。各セグメントから抽出する

標本数は、 調査年度の住民基本台帳の調査結果に基づいて決定。
□ 調査時期：2021年～2024年まで年1回（合計4回）



0

50000

100000

150000

200000

250000

300000

2
0
2
0
/4

/1

2
0
2
0
/6

/1

2
0
2
0
/8

/1

2
0
2
0
/1

0
/1

2
0
2
0
/1

2
/1

2
0
2
1
/2

/1

2
0
2
1
/4

/1

2
0
2
1
/6

/1

2
0
2
1
/8

/1

2
0
2
1
/1

0
/1

2
0
2
1
/1

2
/1

2
0
2
2
/2

/1

2
0
2
2
/4

/1

2
0
2
2
/6

/1

2
0
2
2
/8

/1

2
0
2
2
/1

0
/1

2
0
2
2
/1

2
/1

2
0
2
3
/2

/1

2
0
2
3
/4

/1

調査実査時期と新型コロナウイルス感染症の感染状況

新規陽性者数
(日別) まん延防止等

重点措置1
（4/5 – 9/30）

まん延防止等
重点措置2

（1/9 – 3/21）

（出典：厚生労働省HP https://covid19.mhlw.go.jp/extensions/public/index.html のデータからグラフを作成）

緊急事態宣言1
（4/7 – 5/25）

緊急事態宣言2
（1/8 – 3/21）

緊急事態宣言3
（4/25 – 6/20）

緊急事態宣言4
（7/12 – 9/30）

コロナ禍・アフターコロナの期間に計4回の調査を実施し、人々の意識とライフスタイ
ルの変化を確認

▲
調査2回目

(2022年1～2月)

▲
調査１回目

(2021年1～2月)

▲
調査3回目

(2023年2月)

▲
調査4回目

(2024年2月)

第3回調査時期（2023
年2月）の新型コロナウイ
ルス感染症の位置づけは
「新型インフルエンザ等感
染症(いわゆる２類相
当)」

2023年5月8日から「5類
感染症」に変更。以降、
厚生労働省HPによる感
染者数の公表なし。
なお、マスクの着用は
2023年3月13日以降は
原則として、個人の判断に
ゆだねられることとなった。
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[テーマ1]

ニューノーマルの生活

[テーマ3]

オンライン学習

[テーマ2] 

テレワーク・在宅勤務

[テーマ4]
新しいサービスの利用意向・

デジタル化

主要4テーマ
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・テレワーク実施率
・テレワークのメリット・デメリット
・テレワークでのツール、セキュリティ
・オンライン会議のマナー など

・オンライン学習の利用状況
・オンライン学習のメリット・デメリット
・オンライン学習で利用しているツール など

・利用したいサービス
・AIへの期待と不安 など

・感染予防対策
・コロナ禍前後での日々の活動の変化
・日々の運動習慣 など



調査結果

©NTT DOCOMO, INC. All Rights Reserved.
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[テーマ1]

ニューノーマルの生活

[テーマ3]

オンライン学習

[テーマ2] 

テレワーク・在宅勤務

[テーマ4]
新しいサービスの利用意向・

デジタル化
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・テレワーク実施率
・テレワークのメリット・デメリット
・テレワークでのツール、セキュリティ
・オンライン会議のマナー など

・オンライン学習の利用状況
・オンライン学習のメリット・デメリット
・オンライン学習で利用しているツール など

・利用したいサービス
・AIへの期待と不安 など

・感染予防対策
・コロナ禍前後での日々の活動の変化
・日々の運動習慣 など



⚫ コロナ禍による生活の変化 「コロナ禍後も根付いている」は６割弱。

⚫ 新型コロナ感染拡大前と比較して生活で定着したこと「キャッシュレス決済」「ネットショッ
ピングの活用」が５割を超える。

⚫ 「人が集まる場所でのマスク着用」2021年には約7割だが、2024年には約5割まで
減少。

⚫ 新型コロナウイルス感染リスク意識が「全くない」 「あまりない」は、2022年から2024
年にかけて増加傾向。

⚫ 新型コロナに関する情報収集は2022年から2024年にかけて減少傾向。

⚫ コロナ禍前後での日々の活動の変化 活動機会が増えたのは「メール・メッセージのや
りとり」 がトップ、ついで「YouTube」。

⚫ 日々の運動習慣 2024年「散歩・ウォーキング」約3割。

©NTT DOCOMO, INC. All Rights Reserved.
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[テーマ1]

ニューノーマルの生活



⚫ 新型コロナウイルス感染拡大前、感染拡大期、そして現在と、新型コロナウイルス対策の影響による
生活習慣はどのように変化したか
• 「さらに変化した、おおむね根付いている、一部根付いている」６割弱
• 「現在はコロナ禍以前の生活習慣に戻った」1割弱

コロナ禍を経ての生活の変化（2024年）(単一回答)

出典：2024年ニューノーマルライフスタイル調査
(n=6,251)

7.5%

7.9%

7.1%

23.5%

20.6%

26.3%

26.7%

24.2%

29.1%

9.3%

9.3%

9.4%

33.1%

38.0%

28.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（6125)

男性（3096)

女性（3155）

コロナ禍に生活習慣が変化して、現在はさらに生活習慣が変化した

コロナ禍に生活習慣が変化して、現在でもおおむねその生活習慣が根付いている

コロナ禍に生活習慣が変化して、現在でも一部その生活習慣が根付いている

コロナ禍に生活習慣が変化したが、現在はコロナ禍以前の生活習慣に戻った

コロナ禍以前から、現在に至るまで生活習慣は何も変わっていない

©NTT DOCOMO, INC. All Rights Reserved.
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62.5%

39.2%

31.2%

28.8%

26.4%

16.1%

23.5%

20.4%

9.7%

7.9%

9.5%

7.2%

8.0%

6.8%

7.1%

6.6%

4.3%

4.0%

4.0%

4.2%

22.9%

27.9%

39.1%

32.7%

41.5%

34.7%

40.7%

34.7%

17.0%

16.1%

22.3%

18.4%

20.8%

17.5%

18.4%

17.5%

11.0%

12.3%

10.1%

10.8%

3.7%

15.4%

10.1%

19.2%

11.3%

24.8%

12.0%

21.3%

49.9%

53.6%

38.4%

47.4%

39.9%

47.9%

49.0%

53.0%

52.6%

56.3%

55.1%

57.3%

7.3%

12.3%

14.0%

13.8%

14.7%

16.9%

17.4%

17.2%

13.7%

14.5%

17.9%

16.8%

19.0%

17.5%

16.2%

14.9%

17.4%

16.6%

15.7%

15.8%

3.6%

5.3%

5.5%

5.6%

6.0%

7.5%

6.4%

6.4%

9.7%

8.0%

11.9%

10.1%

12.3%

10.3%

9.3%

8.0%

14.7%

10.9%

15.1%

11.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

外出時のマスク着用 

キャッシュレス決済の活用

人込みの回避、ソーシャルディスタンスの確保

ネットショッピングの活用

テレワークの活用

デリバリーの活用

病院のオンライン予約、オンライン診療

オンライン学習の活用

オンライン体験ツアー（国内・海外旅行、イベント、動物園、博物館など）

オンライン飲み会の活用

そう思う どちらかと言えばそう思う わからない（利用していない） あまりそう思わない そう思わない

⚫ ICT関連では、「キャッシュレス決済の活用」 「ネットショッピングの活用」が高く、
「そう思う・どちらかと言えばそう思う」が2023年・2024年共に５割を超える。

⚫ 「テレワークの活用」は、2023年、2024年ともに25%前後

新型コロナ感染拡大前と比較して生活で定着したと思うか（2023年～2024年） (単一回答)

出典：2023-2024年ニューノーマルライフスタイル調査 (2023年 n=6,151・2024年 n=6,251)

※それぞれ上段が2023年・下段が2024年

©NTT DOCOMO, INC. All Rights Reserved.
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感染予防対策としていること（2021年～2024年） (複数回答)

出典：2021-2024年ニューノーマルライフスタイル調査
注：「マスク着用していない人に近づかない」、「ネットバンキングの利用」、「PCの除菌」は2022年から調査。

(2021年・2022年 n=6,240、2023年 n=6,151、2024年 n=6,251)

74.2%

71.5%

64.4%

37.8%

28.6%

17.0%

13.9%

12.4%

11.9%

69.3%

68.7%

56.7%

47.6%

36.9%

26.9%

16.7%

14.5%

10.4%

8.8%

8.1%

12.6%

71.1%

66.1%

41.1%

36.9%

41.2%

24.6%

19.8%

16.0%

3.9%

8.2%

8.5%

10.4%

51.7%

54.2%

21.2%

18.6%

26.1%

15.7%

12.3%

11.0%

2.0%

3.9%

5.5%

23.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

人が集まる場所でのマスクの着用

こまめな手洗い・殺菌

３密の回避

マスクを着用していない人に近づかない

キャッシュレス決済の利用

食料品や日用品のまとめ買い

ネットバンキングの利用

スマホ、タブレットの除菌

接触確認アプリのインストール

デリバリー・テイクアウトサービスの利用

ＰＣの除菌

特に何も行っていない

2021年 2022年 2023年 2024年

⚫ 実施している感染症予防対策は2024年には全項目減少

©NTT DOCOMO, INC. All Rights Reserved.
10



⚫ 新型コロナウイルス感染リスク意識 男女ともに「全くない」 「あまりない」が増加傾向。

新型コロナ感染リスク意識（2022年～2024年）(単一回答)

出典：2022-2024年ニューノーマルライフスタイル調査
(2022年 n=6,240、2023年 n=6,151、2024年 n=6,251)

©NTT DOCOMO, INC. All Rights Reserved.

5.5

5.2

9.4

3.3

3.3

5.2

4.4

4.2

7.3

36.1

38.5

40.1

34.7

38.7

39.3

35.4

38.6

39.7

49.1

49.4

45.3

51.7

50.8

48.1

50.4

50.1

46.7

9.3

7

5.2

10.4

7.1

7.4

9.8

7.0

6.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性 2022年

男性 2023年

男性 2024年

女性 2022年

女性 2023年

女性 2024年

全体 2022年

全体2023年

全体2024年

全くない あまりない ある程度ある 非常にある
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⚫ 2022年から2024年にかけて「民間放送」が最も高い。
⚫ 情報収集は全体的に減少傾向。
⚫ 「新型コロナに関する情報は見ない」は、2024年は2022年・2023年に比べ約10ポイント以上増加。

新型コロナ情報の収集メディア（2022年～2024年）(複数回答)

出典：2022-2024年ニューノーマルライフスタイル調査

59.3

51.8

42.1

31.7

24.2

21.2

13.4

12.2

6.7

58.6

50.8

39.9

27.3

29.9

18.6

18.7

14.1

6.1

41.8 

38.2 

30.0 

22.5 

20.1 

12.6 

12.2 

11.1 

18.3 

0 10 20 30 40 50 60

民間放送（テレビ・ラジオ・Web・SNS）

ニュースサイト・アプリ

NHK（テレビ・ラジオ・Web・SNS）

新聞・広報誌など紙媒体

家族から

政府や自治体のサイト

友人から

X（旧Twitter）から

新型コロナに関する情報は見ない

2022年 2023年 2024年

(2022年 n=6,240、2023年 n=6,151、2024年 n=6,251)

©NTT DOCOMO, INC. All Rights Reserved.
12



⚫ 「行う機会が増えた・行うようになった」が最も高いのは「メールやメッセージのやりとり」で6割強。

コロナ禍前後での日々の活動の変化（2024年）(単一回答)

出典：2024年ニューノーマルライフスタイル調査

(n=6,251)

49.6%

49.7%

49.8%

45.7%

40.2%

31.8%

28.8%

25.8%

23.1%

14.5%

14.0%

12.5%

10.8%

13.0%

11.7%

12.6%

9.5%

10.1%

11.9%

10.4%

17.1%

10.3%

22.7%

12.7%

10.6%

9.2%

10.1%

7.1%

10.4%

12.0%

19.3%

27.5%

16.6%

28.6%

37.5%

46.5%

51.6%

57.0%

54.6%

63.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

メールやメッセージのやりとり

YouTube(視聴、投稿含む) 

地上波テレビの視聴

オンラインショッピング(メルカリやネットスーパーなどを含む)

SNS(LINE、X、Instagramなど)の利用

ネットバンキングの利用

スマートフォン、タブレット、テレビでのゲーム 

ストリーミングサービス視聴 (Amazonプライム・ビデオ、Netflix、Huluなど)

ビデオ通話(LINE通話など通話アプリもあわせた時間) 

食事のデリバリーサービス、テイクアウトサービスの利用

これまでも行っていたが、行う機会が増えた これまで行っていなかったが、行うようになった

これまでよりも行う機会が減った これまでも行っておらず、現在も行っていない

©NTT DOCOMO, INC. All Rights Reserved.
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●「変わらない」が8～9割で大半を占める。
●悪化したものは「目の不調」が最も高く、16.2%。
●改善されたものは「風邪のひきやすさ・なおりにくさ」6.3%、「睡眠時間」5.7%。

コロナ禍以前と比較した体調面の変化（2024年）(単一回答)

2.3%

2.8%

5.7%

2.8%

3.3%

2.5%

2.6%

6.3%

2.8%

81.5%

84.5%

84.4%

88.4%

88.9%

90.3%

90.8%

87.7%

93.9%

16.2%

12.7%

9.9%

8.8%

7.8%

7.1%

6.6%

6.0%

3.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

目の不調（疲れ・かすみ目・視力など）

肩・首筋のこり、痛み 

睡眠時間

腰痛

肌トラブル

頭痛

胃腸の病気、便秘

風邪のひきやすさ・なおりにくさ

食欲不振

コロナ禍以前より改善された 変わらない コロナ禍以前より悪化した

出典：2024年ニューノーマルライフスタイル調査

(n=6,251)

©NTT DOCOMO, INC. All Rights Reserved.
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⚫ 「変わらない」が8～9割の大半を占める。
⚫ 悪化したもの「メンタル不調」 「生活での充実感」「意欲、やる気」 「寂しさ・孤独感」「感情の起伏
や気分の安定感」が10%を超える。

⚫ 改善されたもの「生活での充実感」が最も高く、6.8％、次いで「家族との関係」6.7%。

コロナ禍以前と比較したメンタル面の変化（2024年）(単一回答)

4.0%

6.8%

4.9%

4.0%

3.8%

4.2%

4.1%

6.7%

3.6%

82.8%

81.2%

83.3%

85.3%

85.9%

86.8%

88.4%

87.6%

90.8%

13.3%

11.9%

11.8%

10.7%

10.3%

9.0%

7.5%

5.8%

5.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

メンタル不調、うつうつとした気分 

生活での充実感 

意欲、やる気 

寂しさ・孤独感

感情の起伏や気分の安定感

自己肯定感（自分への満足感）

仕事での充実感

家族との人間関係

職場での人間関係

コロナ禍以前より改善された 変わらない コロナ禍以前より悪化した

出典：2024年ニューノーマルライフスタイル調査
(n=6,251)

©NTT DOCOMO, INC. All Rights Reserved.
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⚫ 「散歩・ウォーキング」約3～４割、「ストレッチ、柔軟体操」約2割。
⚫  年ごとに大きな変化はない。

日々の運動習慣（2022年～2024年）(複数回答)

34.0%

19.3%

11.3%

6.3%

5.9%

4.1%

3.6%

2.5%

46.3%

37.7%

21.9%

14.2%

7.3%

6.5%

4.2%

4.0%

2.8%

41.0%

34.9%

19.4%

10.8%

6.6%

6.5%

3.8%

3.8%

2.6%

46.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

散歩・ウォーキング

ストレッチ、柔軟体操など

ウェイトトレーニング、筋トレ（スクワット・腕立て伏せ・腹筋など）

ランニング

スポーツジムでの運動

サイクリング

ヨガ

水泳

特に何も行っていない

2022年 2023年 2024年

出典：2022-2024年ニューノーマルライフスタイル調査
(2022年 n=6,240、2023年 n=6,151、2024年 n=6,251)

©NTT DOCOMO, INC. All Rights Reserved.
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⚫ 「勤め先は健康に十分な配慮をしてくれているか」：「そう思う・まずまずそう思う」42.9%
 「そう思わない・あまりそう思わない」26.2%

勤務先の健康への配慮（2024年）(単一回答)

出典：2024年ニューノーマルライフスタイル調査
注：ご自身が勤務していない場合はご家族の勤務先について回答。

(n=6,251)

10.3%

10.0%

10.6%

32.6%

34.4%

30.8%

18.9%

20.6%

17.2%

7.3%

8.3%

6.3%

31.0%

26.7%

35.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=6251)

男性（n=3096)

女性（n=3155)

そう思う まずまずそう思う あまりそう思わない そう思わない 自分自身および家族は勤務していない

©NTT DOCOMO, INC. All Rights Reserved.
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[テーマ1]

ニューノーマルの生活

[テーマ3]

オンライン学習

[テーマ2] 

テレワーク・在宅勤務

[テーマ4]
新しいサービスの利用意向・

デジタル化
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・テレワーク実施率
・テレワークのメリット・デメリット
・テレワークでのツール、セキュリティ
・オンライン会議のマナー など

・オンライン学習の利用状況
・オンライン学習のメリット・デメリット
・オンライン学習で利用しているツール など

・利用したいサービス
・AIへの期待と不安 など

・感染予防対策
・コロナ禍前後での日々の活動の変化
・日々の運動習慣 など



⚫ テレワーク実施率は2023年、2024年ともに14％程度。

⚫ テレワークが導入されて業務を行う時間(通勤時間は除く)、「変わらない」が2022年から2024
年まで3年間とも約半数。

⚫ 「基本的に出勤だが、不定期にテレワークを利用したい」は2023年は約3割、2024年は約2割。

⚫ テレワークのメリットは「通勤時間を有効活用できるようになった」が2022年から2024年にかけ
て約半数であり毎年トップ。

⚫ テレワークのデメリットは「仕事と仕事以外の切り分けが難しい」が2022年から2024年まで毎年
トップだが、2024年は2023年に比べ10ポイント減少。

⚫ テレワークの環境「快適な室温・湿度を保てる」2022年から2024年まで毎年トップで3～4割程。

⚫ テレワークで利用しているツール「WEB会議ツール」2024年で約6割。

⚫ オンライン会議のマナー「ミュート」「事前接続」「プライベートが映らないように配慮」 2024年は約
4割。

©NTT DOCOMO, INC. All Rights Reserved.
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[テーマ2] 

テレワーク・在宅勤務



⚫ 「テレワーク実施」は両年とも14%前後と、２年で大きな増減はない。

テレワーク 実施率（2023年～2024年） （単一回答） 

出典：2023-2024年ニューノーマルライフスタイル調査
注：職業に就いている方が回答。

(2023年 n=5,223、2024年 n=5,140)

©NTT DOCOMO, INC. All Rights Reserved.

14.6%

13.9%

10.9%

11.3%

74.6%

74.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2023年

2024年

テレワークを実施している テレワーク制度はあるが自身は実施していない 勤務先がテレワークを導入していない/働いていない

20



⚫ 2022年～2024年にかけて「変わらない」が約半数で最多。

テレワーク導入による業務時間（通勤時間は除く）の増減（2022年～2024年） (単一回答)

(2022年 n=1,461、2023年 n=1,327、2024年 n=1,293)

3.3%

3.2%

2.9%

12.6%

13.3%

12.8%

49.3%

49.8%

48.0%

11.8%

12.0%

8.9%

2.4%

2.3%

2.5%

20.6%

19.4%

24.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2022年 

2023年 

2024年

大幅に増加 やや増加 変わらない やや減少 大幅に減少 自分または周囲の人はテレワークを実施していない

出典：2022-2024年ニューノーマルライフスタイル調査
注：勤務先にテレワーク制度がある方が回答。

©NTT DOCOMO, INC. All Rights Reserved.
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⚫ 「基本的に出勤だが、不定期にテレワークを利用したい」が最も多く、2024年は2割強。
⚫ 「全てテレワーク」と「テレワーク中心」は、2024年は合わせて約3割。

今後、どの程度の頻度でテレワークを行いたいか（2023年～2024年） (単一回答)

(2023年 n=1,327、2024年 n=1,293)

出典：2023-2024年ニューノーマルライフスタイル調査
注：勤務先にテレワーク制度がある方が回答。

13.3%

15.5%

17.3%

15.1%

4.1%

5.3%

9.6%

11.0%

13.3%

11.4%

25.5%

21.2%

16.8%

20.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2023年

2024年

全てテレワーク テレワーク中心（５０％以上）で、定期的に出勤を併用したい

基本的にはテレワークだが、不定期に出勤を利用したい 職場はテレワーク可能だが、利用したくない

出勤中心（５０％以上）で、定期的にテレワークを併用したい 基本的に出勤だが、不定期にテレワークを利用したい

わからない

©NTT DOCOMO, INC. All Rights Reserved.
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⚫ 「大幅に増えた・やや増えた」 、「大幅に減った、やや減った」ともに３割弱。

新型コロナウイルス感染拡大時期と比べたテレワーク実施の頻度（2024年） (単一回答)

(n=1,293)

出典：2024年ニューノーマルライフスタイル調査
注：勤務先にテレワーク制度がある方が回答。

12.5%

11.1%

15.1%

14.1%

13.6%

14.8%

25.3%

26.7%

22.8%

9.0%

9.5%

8.2%

17.2%

17.9%

15.9%

21.9%

21.1%

23.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（n=1293）

男性（n=828）

女性（n=465)

コロナ感染拡大期と比べてテレワークの頻度は大幅に増えた コロナ感染拡大期と比べてテレワークの頻度はやや増えた

コロナ感染拡大期と変わらない コロナ感染拡大期と比べてテレワークの頻度はやや減った

コロナ感染拡大期と比べてテレワークの頻度は大幅に減った 過去にテレワークを実施したことがない

©NTT DOCOMO, INC. All Rights Reserved.
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⚫ 「通勤時間を有効活用できるようになった」が2022年～2024年にかけて約半数で最も多い。

テレワークのメリット（2022年～2024年） (複数回答)

出典：2022-2024年ニューノーマルライフスタイル調査
注：勤務先にテレワーク制度がある方が回答。

48.8%

23.4%

21.9%

20.5%

17.9%

16.8%

12.3%

26.2%

52.0%

28.4%

25.5%

24.6%

21.7%

22.2%

14.5%

22.6%

49.0%

23.6%

21.3%

22.1%

15.8%

19.4%

14.4%

28.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

通勤時間を有効活用できるようになった

家族との時間が増えた

上司や同僚等に直接会わなくてよい

趣味の時間が増えた

労働時間が減少した

仕事に集中できる・仕事がスムーズに進むようになった

心身ともに健康になった

メリットは特にない

2022年 2023年 2024年

(2022年 n=1,461、2023年 n=1,327、2024年 n=1,293)

©NTT DOCOMO, INC. All Rights Reserved.
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⚫ 「仕事と仕事以外の切り分けが難しい」は毎年トップだが、2024年は2023年に比べ10ポイント減少。

テレワークのデメリット（2022年～2024年） (複数回答)

出典：2022-2024年ニューノーマルライフスタイル調査
注：勤務先にテレワーク制度がある方が回答。

(2022年 n=1,461、2023年 n=1,327、2024年 n=1,293)

30.8%

25.5%

22.6%

22.5%

21.4%

14.9%

13.9%

10.1%

29.6%

36.8%

32.4%

24.8%

26.6%

29.3%

17.2%

17.3%

13.2%

23.4%

26.8%

26.1%

18.8%

22.4%

22.8%

14.3%

15.8%

9.2%

31.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

仕事と仕事以外の切り分けが難しい

他の人が何をしているのかわからない

テレワークではアクセスできない情報がある

業務遂行にあたって対面でないので相談しにくい

組織の一体感を得にくい

長時間労働になりやすい

新入社員への教育や新規着任者への引継ぎが難しい

成果を出すプレッシャーを感じる

業務面でのデメリットは特にない

2022年 2023年 2024年

©NTT DOCOMO, INC. All Rights Reserved.
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⚫ 「快適な室温・湿度を保てる」毎年トップで2024年は約4割。
⚫ 「明るい照明がある」「専用の机がある」「必要なものが配置できる広い机がある」約3割。

自身のテレワークの環境（2022年～2024年） (複数回答)

出典：2022-2024年ニューノーマルライフスタイル調査
注：テレワーク実施者が回答。

32.0%

30.0%

27.8%

27.0%

24.8%

20.6%

20.2%

19.6%

18.3%

39.3%

32.6%

31.6%

31.4%

29.3%

22.2%

22.6%

22.1%

21.8%

36.5%

30.8%

29.2%

27.1%

25.6%

22.8%

21.2%

19.8%

19.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

快適な室温・湿度を保てる

明るい照明がある

専用の机がある

机は必要なものが配置できる広さがある

机は作業中に足が窮屈でない空間がある

高さを調整できる椅子がある

ひじ掛けがある椅子がある

ディスプレイと４０センチ以上の距離を確保

大画面のディスプレイを使える

2022年 2023年 2024年

(2022年 n=882、2023年 n=760、2024年 n=712)

©NTT DOCOMO, INC. All Rights Reserved.
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・⚫  「会社貸与のPC」が毎年トップ。続いて「自分のPC」。

テレワークで使用している機器（2022年～2024年） (複数回答)

50.0%

35.8%

19.5%

17.3%

9.0%

13.7%

7.0%

6.0%

2.5%

4.1%

55.9%

36.1%

26.3%

19.5%

8.8%

15.3%

7.0%

7.4%

5.8%

3.3%

55.6%

34.3%

23.9%

16.6%

8.7%

11.2%

5.8%

8.0%

3.7%

4.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

会社から貸与されているPC

自分のPC

会社から貸与されているスマホ（iPhone）

自分のスマホ（iPhone）

会社から貸与されているスマホ（Android）

自分のスマホ（Android）

会社から貸与されているタブレット（iPad）

自分のタブレット（iPad）

会社から貸与されているタブレット（Android）

自分のタブレット（Android）

2022年 2023年 2024年

出典：2022-2024年ニューノーマルライフスタイル調査
注：テレワーク実施者が回答。

(2022年 n=882、2023年 n=760、2024年 n=712)

©NTT DOCOMO, INC. All Rights Reserved.
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⚫ 「WEB会議ツール」約6割。
⚫ 「チャットやSNS」、「業務用スマートフォン、タブレット端末」、「勤怠管理ツール、グループウェア」約3割。

テレワークで利用しているデジタルツール（2024年） （複数回答）

(n=1,293)

出典：2024年ニューノーマルライフスタイル調査
注：勤務先にテレワーク制度がある方が回答。

58.0%

33.4%

25.6%

25.6%

23.7%

12.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ＷＥＢ会議ツール（Ｚｏｏｍなど）

チャット（Ｓｌａｃｋなど）やＳＮＳ（ＬＩＮＥなど）

業務用スマートフォン、タブレット端末

勤怠管理ツール、グループウェア

ファイル共有ツール

電子決裁ツール

©NTT DOCOMO, INC. All Rights Reserved.
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⚫ 「OSやソフトウェアの最新版へのアップデート」 「最新のセキュリティ対策ソフト」 「信頼できないWi-Fiに接続
しない」 「端末ロックを利用」 「提供元不明のアプリをダウンロードしない」 「VPNを利用」が3割超え。

⚫  「特にしていない」は約2割。

テレワーク時のセキュリティ対策（2024年） (複数回答)

出典：2024年ニューノーマルライフスタイル調査
注：テレワーク実施者が回答。

(n=712)

©NTT DOCOMO, INC. All Rights Reserved.

36.9%

36.2%

34.4%

34.1%

31.0%

30.1%

26.0%

20.2%

21.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

ＯＳやソフトウェアを最新のバージョンにアップデートして利用

最新のセキュリティソフト（ウイルス・危険サイト等への対策）

信頼できないＷｉ－Ｆｉには接続しない

端末ロック（パスワード、指紋認証等）を利用

提供元不明のアプリはダウンロードしない

ＶＰＮを利用

機密性の高いファイルを送付する際には暗号化やパスワードを設定

他人から画面を見られないようにする

特にしていない
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⚫  「話をしてい時はミュートにしている」 「遅れないように事前に接続して準備している」
「家族やプライベートが映らないように配慮」約4割。 

⚫  「特にない」約2割。

オンライン会議のマナー（2024年） (複数回答)

出典：2024年ニューノーマルライフスタイル調査
注：オンライン会議を実施したことがある人が回答。

(2024年 n=1,657)

©NTT DOCOMO, INC. All Rights Reserved.

40.8%

40.7%

35.2%

28.4%

28.2%

24.8%

17.3%

21.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

話をしていない時にはミュートにしている

遅れないように事前に接続して準備している

家族やプライベートなものが映らないように配慮する

相手と会話が被らないように心がけている

相手の顔を映すことを強要しない

映像／音声を事前に確認している（背景画像やボリュームなど）

パソコンやスマホなど機器を使い分けている

特にない
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[テーマ1]

ニューノーマルの生活

[テーマ3]

オンライン学習

[テーマ2] 

テレワーク・在宅勤務

[テーマ4]
新しいサービスの利用意向・

デジタル化
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・テレワーク実施率
・テレワークのメリット・デメリット
・テレワークでのツール、セキュリティ
・オンライン会議のマナー など

・オンライン学習の利用状況
・オンライン学習のメリット・デメリット
・オンライン学習で利用しているツール など

・利用したいサービス
・AIへの期待と不安 など

・感染予防対策
・コロナ禍前後での日々の活動の変化
・日々の運動習慣 など



⚫ オンライン学習の受講経験は、2022年から2024年まで 「ビジネス・オンライン研修」
が約4割、 「学校の授業」が約3割。

⚫ オンライン学習のメリットは「移動が不要」が約6割 2022年から2024年まで毎年トッ
プ。

⚫ オンライン学習のデメリットは「目や肩腰が疲れる」が3～4割程、2022年から2024
年まで毎年トップ。

⚫ オンライン学習で利用している機器は「パソコン」が2022年の約３割から2023年には
約8割に増加。

⚫ 今後の学習形態「現状のままで良い」が約半数。

©NTT DOCOMO, INC. All Rights Reserved.
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[テーマ3]

オンライン学習



⚫  「ビジネス・オンライン研修」約4割、「学校の授業」約3割、「自己啓発」「趣味」約2割。
⚫ 各年で大きな変化はない。

オンライン学習での受講経験（2022年～2024年） (複数回答)

37.8%

33.7%

24.6%

23.1%

12.6%

40.1%

34.2%

22.2%

23.5%

12.8%

38.6%

33.8%

22.5%

21.4%

14.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

ビジネス・オンライン研修

学校の授業

英会話など自己啓発

趣味（ヨガなどスポーツを含む）

塾・予備校など

2022年 2023年 2024年

出典：2022-2024年ニューノーマルライフスタイル調査
注：オンライン学習実施者が回答。

(2022年 n=1,227、2023年 n=1,407、2024年 n=1,199)

©NTT DOCOMO, INC. All Rights Reserved.
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⚫ 「移動が不要」約6割で毎年トップ。
⚫ 「自分のペースで学習できる」約５割。

オンライン学習のメリット（2022年～2024年）  (複数回答)

出典：2022-2024年ニューノーマルライフスタイル調査
注：オンライン学習実施者が回答。

(2022年 n=1,227、2023年 n=1,407、2024年 n=1,199)

57.4%

45.4%

38.0%

24.6%

24.0%

11.0%

10.7%

64.3%

52.0%

45.8%

27.5%

24.0%

10.2%

11.5%

59.9%

49.0%

37.9%

23.3%

22.4%

11.8%

10.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

移動が不要

自分のペースで学習できる

人の目を気にしないで落ち着いた環境で受講できる

これまで受けられなかった講義も受講できる

受講料が安価

学習効果が高い

質問がしやすい

2022年 2023年 2024年

©NTT DOCOMO, INC. All Rights Reserved.
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⚫ 「目や肩腰が疲れる」 が毎年トップで2024年は34.4%。

オンライン学習のデメリット（2022年～2024年）  (複数回答)

38.7%

27.1%

25.5%

23.4%

22.4%

13.8%

12.6%

39.2%

27.4%

28.4%

31.1%

25.6%

12.7%

12.1%

34.4%

26.6%

21.6%

28.4%

19.3%

11.7%

14.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

目や肩腰が疲れる

質問や発言がしにくい

通信費用や光熱費が高くなる

集中できない

他の受講者、教員・講師との一体感がない、孤立感を感じる

課題提出が多い

自宅に回線やパソコンなど設備がない・機器を使いこなせない

2022年 2023年 2024年

対面授業より

出典：2022-2024年ニューノーマルライフスタイル調査
注：オンライン学習実施者が回答。

(2022年 n=1,227、2023年 n=1,407、2024年 n=1,199)
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● 2022年から2023年でスマートフォンが減り、「パソコン」が大きく増加。
⚫ 「タブレット」も2022年から2023年に20ポイント程度増加。

オンライン学習で利用できる機器（2022年～2024年） (複数回答)

出典：2022-2024年ニューノーマルライフスタイル調査
注：オンライン学習実施者が回答。

(2022年 n=1,227、2023年 n=1,407、2024年 n=1,199)

79.0%

31.4%

10.8%

63.5%

77.8%

31.6%

62.1%

78.0%

30.3%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

スマートフォン パソコン タブレット

2022年 2023年 2024年
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⚫ 「Zoom」の利用が最も高く7割超。

オンライン学習の利用ツールと頻度（2024年） (単一回答)

15.2%

16.4%

10.8%

8.1%

14.4%

4.5%

4.6%

5.4%

17.8%

8.8%

9.3%

8.2%

7.3%

6.8%

5.6%

6.9%

38.4%

15.8%

17.7%

14.1%

7.4%

8.9%

7.5%

8.3%

28.6%

59.0%

62.2%

69.6%

70.8%

79.8%

82.3%

79.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Zoom

YouTube

Microsoft Teams/Skype

Google Meet/Google Hangouts

LINE

Cisco Webex

FaceTime

その他

週に1回以上 月に1～3回 月に1回未満 このツールでは受講したことがない／現在は受講していない

出典：2024年ニューノーマルライフスタイル調査
注：オンライン学習実施者が回答。

(n=1,199)
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⚫ 「現状のままで良い」が2024年には5割強に。

オンライン学習経験者の今後の学習形態の希望（2022年～2024年） (単一回答)

出典：2022-2024年ニューノーマルライフスタイル調査
注：オンライン学習実施者が回答。

(2022年 n=1,227、2023年 n=1,407、2024年 n=1,199)

31.2%

29.4%

24.8%

44.3%

48.5%

54.5%

14.2%

15.1%

10.2%

10.4%

7.0%

10.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2022年

2023年

2024年

オンライン形式での講義や研修・授業の割合を増やしてほしい 現状のままで良い

対面形式の講義や研修・授業の割合を増やしてほしい 今後、講義・研修・授業を受ける気はないので希望はない
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[テーマ1]

ニューノーマルの生活

[テーマ3]

オンライン学習

[テーマ2] 

テレワーク・在宅勤務

[テーマ4]
新しいサービスの利用意向・

デジタル化
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・テレワーク実施率
・テレワークのメリット・デメリット
・テレワークでのツール、セキュリティ
・オンライン会議のマナー など

・オンライン学習の利用状況
・オンライン学習のメリット・デメリット
・オンライン学習で利用しているツール など

・利用したいサービス
・AIへの期待と不安 など

・感染予防対策
・コロナ禍前後での日々の活動の変化
・日々の運動習慣 など



⚫ 今後期待しているサービス、実現すると嬉しいサービス 「自動運転」が最も高く約3割。

⚫ AIを使ったサービスへの期待が大きいのは「生活家電」で約5割。

⚫ 「現金派・どちらかというと現金派」は約4割、「非現金派・どちかというと非現金派」は約
6割となり非現金派が現金派を上回る。

⚫ 生活でのデジタル化が進展したと思うのは「買い物」で約6割。
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[テーマ4]
新しいサービスの利用意向・

デジタル化



⚫ 今後期待しているサービス、実現すると嬉しいサービスは「自動運転」が最も高く約3割。
⚫ 次いで「オンライン診療・相談」2割強、「ドローン配送」 「見守りサービス」 2割弱。

期待しているサービス（2024年）  (複数回答)

出典：2024年ニューノーマルライフスタイル調査

(n=6,251)

28.7%

22.5%

17.4%

16.4%

10.1%

9.2%

9.2%

8.6%

7.5%

5.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

自動運転

オンライン診療・相談

ドローン配送、地上配送ロボット

見守りサービス

スポーツやライブのマルチアングル視聴

臨場感の高い授業や習いごとを自宅で受講

ＡＲ、ＶＲ、アバターを用いた体験型アミューズメント

遠隔手術

バーチャルショールームによる洋服や自動車などの商品購入

アバターやＶＲ等を活用した臨場感の高い遠隔就労
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⚫ 「期待が大きい・どちらかといえば期待が大きい」が最も大きいのは「生活家電」で、約半数。
⚫ 「不安が大きい・どちらかといえば不安が大きい」は「不動産・金融」が最も高く、約25%。

AIを使ったサービスへの期待と不安（2024年）  (単一回答)

出典：2024年ニューノーマルライフスタイル調査 (n=6,251)

12.6%

10.7%

15.0%

11.4%

9.4%

9.8%

9.6%

7.4%

6.6%

6.3%

37.1%

35.8%

31.0%

32.0%

33.9%

31.4%

27.1%

29.4%

25.2%

23.7%

36.2%

39.1%

33.1%

37.7%

40.7%

41.9%

48.6%

47.3%

43.8%

47.2%

10.8%

11.1%

14.2%

13.7%

12.0%

12.6%

10.7%

12.0%

17.3%

16.3%

3.3%

3.4%

6.7%

5.3%

4.1%

4.4%

4.0%

3.8%

7.2%

6.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

生活家電（掃除機、冷蔵庫、エアコン、スマートスピーカーなど）

グルメ・旅行（飲食店・宿泊施設の予約など）

医療（画像診断など）

コミュニケーション（対話アプリ、コミュニケーションロボット、自動翻訳など）

ヘルスケア（ダイエットやトレーニング支援） 

教育・学習（オンライン学習支援、教育アプリなど）

ゲームや娯楽（対戦ゲームなど）

ファッション（コーディネート支援など） 

不動産・金融（資産運用アドバイス、家計簿など）

個人・ビジネスマッチング（転職、婚活など） 

期待が大きい どちらかといえば期待が大きい わからない どちらかといえば不安が大きい 不安が大きい
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⚫ 全体では、現金派（「現金派」・どちらかというと現金派」）約4割、非現金派（「非現金派・
どちかというと非現金派」）約6割。

⚫ 10代は現金派が最も高く6割超、20代以上は非現金派が現金派を上回る。

普段の買い物は現金派か、非現金派（デジタル派）か（2024年）  (単一回答)

出典：2024年ニューノーマルライフスタイル調査
注：非現金とは「クレジットカード、交通系やiDなどの電子マネー、バーコードやQRコード決済」などの決済方法。

(n=6,251)

17.5%

37.8%

22.0%

16.0%

16.6%

15.7%

13.5%

15.2%

21.5%

27.9%

21.9%

21.9%

21.6%

19.1%

19.8%

22.3%

34.4%

24.9%

30.4%

31.6%

32.0%

36.6%

38.9%

39.5%

26.6%

9.4%

25.7%

30.5%

29.7%

28.6%

27.8%

23.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（6251）

10代（362）

20代（773）

30代（884）

40代（1155）

50代（1054）

60代（995）

70代（1028）

現金派 どちらかというと現金派 どちらかというと非現金派 非現金派
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⚫ 生活でのデジタル化が進展したと思うのは「買い物」約6割。
⚫ 「行政の手続き」 「娯楽」 「働き方」「教育・学習」約3割。

生活でのデジタル化の進展（2024年）  (単一回答)

出典：2024年ニューノーマルライフスタイル調査

(n=6,251)

22.2%

8.5%

8.6%

8.9%

7.4%

6.1%

5.1%

35.4%

24.6%

21.8%

18.7%

19.0%

16.7%

14.5%

21.9%

36.4%

42.9%

46.6%

49.8%

45.2%

46.8%

14.2%

19.4%

17.1%

15.3%

15.4%

19.9%

19.6%

6.4%

11.0%

9.7%

10.5%

8.5%

12.0%

14.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

買い物（キャッシュレス決済、オンラインショッピング、デリバリーなど） 

行政の手続き（オンライン申請など）

娯楽（ライブや演劇のオンライン視聴など） 

働き方（テレワーク、ペーパーレス、ハンコレスなど）

教育・学習（オンライン学習など）

生活（IoT家電の利用など）

医療（オンライン診療など） 

進んだ どちらかと言えば進んだ わからない（利用していない） あまり進んでいない 進んでいない
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